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四昭
和
三
五
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
五
昭
和
四
五
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
六
昭
和
五
三
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
七
平
成
元
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
八
平
成
一
一
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
参
考
資
料
）
お
わ
り
に
参
考
文
献
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
―
―
高
等
学
校
を
中
心
に
―
―
松
岡
繁
目
次
は
じ
め
に
一
新
制
高
等
学
校
の
教
科
課
程
に
関
す
る
件
（
昭
和
二
二
年
）
新
制
高
等
学
校
教
科
課
程
の
改
正
に
つ
い
て
（
昭
和
二
三
年
）
高
等
学
校
教
科
課
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
昭
和
二
四
年
）
二
学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
試
案
）
（
昭
和
二
六
年
）
中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
（
試
案
）（
昭
和
二
六
年
）
三
昭
和
三
〇
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
一
般
編
昭
和
三
〇
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
二
三
はじ
め
に
本
稿
は
、
昭
和
二
二
年
の
「
新
制
高
等
学
校
の
教
科
課
程
に
関
す
る
件
」
か
ら
現
行
の
学
習
指
導
要
領
ま
で
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
と
展
開
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
ま
か
に
分
類
す
れ
ば
、
八
回
に
及
ぶ
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
・
社
会
の
教
育
課
題
に
こ
た
え
つ
つ
発
せ
ら
れ
た
と
い
う
側
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
、
国
語
科
教
育
は
、
常
に
歴
史
的
・
社
会
的
な
諸
事
情
を
踏
ま
え
た
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
み
ら
れ
る
、
選
択
必
修
制
の
導
入
、
履
修
順
序
等
の
定
め
の
廃
止
、
学
校
設
定
科
目
の
導
入
等
は
、
従
前
の
も
の
に
は
み
ら
れ
な
い
、
特
色
あ
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
課
程
の
基
準
の
大
綱
化
、
弾
力
化
を
図
り
、
時
間
割
や
教
育
課
程
に
つ
い
て
各
学
校
が
一
層
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
編
成
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」
と
い
う
教
育
課
程
審
議
会
の
提
言
の
趣
旨
を
生
か
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
反
面
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
訂
を
通
し
て
、
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
、
言
語
の
教
育
と
し
て
の
立
場
の
重
視
、国
語
に
対
す
る
関
心
を
高
め
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
、思
考
力
を
伸
ば
し
心
情
を
豊
か
に
す
る
こ
と
、
言
語
感
覚
を
磨
く
こ
と
と
い
っ
た
、
国
語
科
本
来
の
目
標
は
、
昭
和
二
二
年
こ
ろ
か
ら
、
約
六
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
国
語
科
の
歴
史
は
、
こ
う
し
た
「
不
易
」
と
「
流
行
」
と
が
織
り
な
す
実
践
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
二
四
２６９
本
稿
が
、
新
制
高
等
学
校
の
長
い
歴
史
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
成
果
を
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
、
必
然
的
な
課
題
の
解
明
の
一
端
と
も
な
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
一
新
制
高
等
学
校
の
教
科
課
程
に
関
す
る
件
（
昭
和
二
二
年
四
月
七
日
発
学
昭
和
二
三
年
度
か
ら
実
施
）
新
制
高
等
学
校
教
科
課
程
の
改
正
に
つ
い
て
（
昭
和
二
三
年
一
〇
月
一
一
日
発
学
昭
和
二
四
年
度
か
ら
実
施
）
高
等
学
校
教
科
課
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
昭
和
二
四
年
六
月
二
五
日
発
初
）

新
制
高
等
学
校
の
教
科
課
程
に
関
す
る
件
教
科
構
成
（
科
目
構
成
）
必
修
国
語

選
択
国
語

書
道

漢
文

（

内
は
単
位
数
。
以
下
同
じ
。）
こ
の
通
達
は
、「
学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
試
案
）」（
昭
和
二
二
年
三
月
二
〇
日
文
部
省
発
行
）
に
記
さ
れ
て
い
る
、
次
の
文
言
を
踏
ま
え
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
高
等
学
校
の
教
科
及
び
そ
の
時
間
の
割
当
は
、
そ
の
実
施
が
昭
和
二
十
三
年
度
か
ら
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
説
明
を
省
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
そ
の
要
領
に
つ
い
て
は
、
別
に
文
部
省
か
ら
発
表
さ
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
承
知
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
の
「
学
習
指
導
要
領
」
に
お
け
る
高
等
学
校
に
関
す
る
説
明
は
、
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
っ
た
。
ア
基
本
方
針
新
制
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
特
色
は
、
選
択
教
科
制
と
単
位
制
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
新
制
高
等
学
校
が
、
旧
制
の
各
種
２６８
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
二
五
学年
学
科
総
時
数
第
一
学
年
第
二
学
年
第
三
学
年
科教修必
国
語
社
会
体
育
三
一
五
一
七
五
三
一
五
一
〇
五
（
三
）
一
七
五
（
五
）
一
〇
五
（
三
）
一
〇
五
（
三
）
一
〇
五
（
三
）
一
〇
五
（
三
）
一
〇
五
（
三
）
小
計
八
〇
五
三
八
五
（
一
一
）
二
一
〇
（
六
）
二
一
〇
（
六
）
科教択選
国
語
書
道
漢
文
二
一
〇
二
一
〇
二
一
〇
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
の
中
等
学
校
を
統
括
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
生
徒
の
多
様
な
進
路
や
個
性
に
対
応
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
実
践
方
法
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、
こ
の
通
達
で
は
、
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
校
（
普
通
課
程
）
と
、
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
校
（
職
業
課
程
）
と
で
は
、
そ
の
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
普
通
課
程
で
は
、
当
初
の
目
標
に
沿
っ
た
も
の
で
、
選
択
教
科
制
と
単
位
制
を
導
入
し
て
い
た
の
に
対
し
、
職
業
課
程
で
は
、
単
位
制
は
採
用
さ
れ
ず
、
制
限
さ
れ
た
選
択
教
科
制
と
な
っ
て
い
た
。
「
高
等
普
通
教
育
を
主
と
す
る
高
等
学
校
の
教
科
課
程
」
に
お
け
る
、
国
語
関
係
の
教
科
と
時
間
数
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
選
択
教
科
に
お
い
て
、
国
語
と
漢
文
と
の
位
置
付
け
と
し
て
、
並
列
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
イ
教
科
書
昭
和
二
二
年
三
月
、
文
部
省
は
、
戦
後
の
混
乱
を
収
拾
す
る
た
め
、
国
語
教
科
書
と
し
て
『
高
等
国
語
』（
六
冊
、
教
育
図
書
）
を
急
遽
発
刊
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
二
六
２６７
巻課
一
上
一
下
二
上
二
下
三
上
三
下
一二三四五六七八
藤
村
詩
抄
笛
吹
川
を
さ
か
の
ぼ
る
太
郎
冠
者
記
録
映
画
の
幻
想
性
東
海
道
五
十
三
次
案
内
者
ガ
ラ
ス
障
子
う
つ
り
ゆ
く
心
ロ
ダ
ン
の
遺
言
言
語
の
本
質
光
栄
の
作
曲
家
う
さ
ぎ
春
が
来
た
付
録
国
語
学
習
の
手
引
エ
ッ
セ
イ
枕
草
子
抄
談
話
望
郷
五
月
歌
ベ
ニ
ス
の
商
人
万
葉
集
抄
赤
が
え
る
自
己
と
独
創
付
録
国
語
学
習
の
手
引
文
章
を
学
ぶ
者
の
た
め
に
新
し
い
こ
と
ば
神
曲
あ
る
が
ま
ゝ
に
自
由
を
護
っ
た
人
源
氏
物
語
奥
の
細
道
抄
寒
山
拾
得
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
女
性
観
天
上
の
序
曲
ガ
ラ
ス
戸
の
中
年
来
稽
古
国
民
的
文
学
と
世
界
的
文
学
自
然
と
人
生
姉
と
弟
詩
に
つ
い
て
ぼ
く
ら
の
立
場
か
ら
つ
き
あ
ひ
は
格
別
富
士
山
頂
舞
台
装
置
と
演
出
八
雲
た
つ
柱
時
計
付
録
国
語
学
習
の
手
引
こ
の
教
科
書
は
、
戦
時
態
勢
の
色
濃
い
教
材
を
除
き
、
評
価
の
高
か
っ
た
教
材
を
中
心
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
各
学
年
と
も
、
上
・
下
二
冊
の
全
六
冊
で
あ
る
が
、
作
品
数
も
少
な
く
、
古
典
な
ど
は
数
作
品
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
教
科
書
と
し
て
は
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。

新
制
高
等
学
校
教
科
課
程
の
改
正
に
つ
い
て
教
科
構
成
（
科
目
構
成
）
必
修
国
語

選
択
国
語

〜

漢
文

〜

前
回
の
通
達
に
お
け
る
、
職
業
課
程
の
選
択
教
科
制
等
に
つ
い
て
批
判
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
通
達
で
２６６
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
二
七
教科
教
科
別
総
時
数
（
単
位
数
）
学
年
別
の
例
第
一
学
年
第
二
学
年
第
三
学
年
国
語
国
語
※
三
一
五
（
九
）
一
〇
五
（
三
）
一
〇
五
（
三
）
一
〇
五
（
三
）
七
〇（
二
）－
二
一
〇
（
六
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
漢
文
七
〇（
二
）－
二
一
〇
（
六
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
高
等
学
校
教
科
課
程
表
※
必
修
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
み
ら
れ
る
。
昭
和
二
四
年
度
よ
り
実
業
関
係
を
含
め
て
新
制
高
等
学
校
の
全
部
に
対
し
て
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
こ
の
旨
御
了
知
あ
り
た
い
。
こ
の
規
定
か
ら
も
、
実
業
関
係
（
職
業
課
程
）
に
配
慮
し
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
国
語
関
係
の
教
科
及
び
時
間
数
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
漢
文
は
、
国
語
科
の
中
の
一
科
目
的
（「
科
目
」
と
い
う
語
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。）
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
、
国
語
科
的
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
「
書
道
」
は
、
芸
能
科
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

高
等
学
校
教
科
課
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
科
目
構
成
必
修
国
語
（
甲
）

選
択
国
語
（
乙
）

〜

漢
文

〜

ア
基
本
方
針
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
二
八
２６５
高
等
学
校
教
科
、
科
目
、
授
業
時
間
数
、
及
び
単
位
数
表
国
語
（
甲
）
必
修
教
科
科
目
総
時
間
数
（
単
位
数
）
国
語
国
語
（
甲
）
国
語
（
乙
）
漢
文
三
一
五
（
九
）
七
〇（
二
）－
二
一
〇
（
六
）
七
〇（
二
）－
二
一
〇
（
六
）
そ
の
主
旨
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
、
教
科
、
科
目
の
別
を
設
け
る
こ
と
。
二
、
国
語
に
属
す
る
科
目
に
、
国
語
（
甲
）
と
国
語
（
乙
）
と
を
設
け
、
国
語
（
甲
）
を
必
修
科
目
、
国
語
（
乙
）
を
選
択
科
目
と
し
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で
は
、
国
語
の
う
ち
で
、
九
単
位
が
必
修
教
科
と
さ
れ
、
そ
れ
と
は
別
に
二
単
位
な
い
し
六
単
位
が
選
択
教
科
と
さ
れ
、
両
者
に
名
称
の
区
別
が
な
か
っ
た
た
め
に
混
乱
を
生
ず
る
場
合
が
あ
っ
た
。
今
回
、
こ
れ
を
区
別
し
て
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
に
別
の
名
称
を
両
者
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。
教
科
、
科
目
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
一
部
改
正
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
教
科
・
科
目
の
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
教
科
課
程
は
後
の
教
育
課
程
と
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
イ
教
科
書
国
語
教
科
書
は
、
昭
和
二
二
年
か
ら
国
定
制
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
四
年
以
降
は
、
検
定
制
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
和
二
四
年
発
行
の
教
科
書
は
、
次
の
五
種
類
で
あ
っ
た
。
『
現
代
国
語
』
六
冊
（
冨
倉
徳
次
郎
他
）
市
ヶ
谷
出
版
２６４
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
二
九
教科
科
目
総
時
間
数
学
年
別
の
例
第
一
学
年
第
二
学
年
第
三
学
年
国
語
国
語
（
甲
）
国
語
（
乙
）
漢
文
三
一
五
（
九
）
七
〇（
二
）－
二
一
〇
（
六
）
七
〇（
二
）－
二
一
〇
（
六
）
一
〇
五
（
三
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
一
〇
五
（
三
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
一
〇
五
（
三
）
七
〇
（
二
）
七
〇
（
二
）
高
等
学
校
の
教
科
・
科
目
・
授
業
時
間
数
お
よ
び
単
位
数
表
国
語
（
甲
）
必
修
『
わ
れ
わ
れ
の
国
語
』
三
冊
（
佐
藤
正
憲
他
）
秀
英
出
版
『
国
語
高
等
学
校
』
六
冊
（
教
育
文
化
研
究
会
）
教
育
図
書
『
新
国
語
わ
れ
ら
の
読
書
』
三
冊
（
土
井
忠
生
他
）
三
省
堂
『
新
国
語
こ
と
ば
の
生
活
』
三
冊
（
土
井
忠
生
他
）
三
省
堂
こ
れ
以
後
、
二
五
年
三
種
類
、
二
六
年
六
種
類
、
二
七
年
九
種
類
、
二
八
年
二
種
類
、
二
九
年
二
種
類
と
次
々
に
発
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
二
学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
試
案
）（
昭
和
二
六
年
七
月
一
〇
日
文
部
省
発
行
）
中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
（
試
案
）
（
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
日
文
部
省
発
行
昭
和
二
六
年
度
か
ら
実
施
）

学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
試
案
）
基
本
方
針
国
語
科
に
お
け
る
科
目
と
時
間
配
当
及
び
単
位
数
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
三
〇
２６３
さ
ら
に
、
国
語
の
科
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
語
（
甲
）
は
、
毎
学
年
三
単
位
ず
つ
計
九
単
位
を
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
必
ず
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
語
（
乙
）
や
漢
文
を
と
る
場
合
に
は
、
卒
業
ま
で
に
二
単
位
だ
け
と
っ
て
も
四
単
位
と
っ
て
も
、
六
単
位
全
部
と
っ
て
も
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。
最
初
の
二
単
位
を
第
二
学
年
、
ま
た
は
第
三
学
年
で
と
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
。
つ
ま
り
、「
国
語
（
甲
）」
九
単
位
、「
国
語
（
乙
）」
六
単
位
、「
漢
文
」
六
単
位
、
合
わ
せ
て
二
一
単
位
を
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
な
お
、「
国
語
（
乙
）」
は
、
現
場
で
は
、
ほ
と
ん
ど
古
文
を
教
材
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
経
験
主
義
に
立
つ
教
育
活
動
が
、
単
元
学
習
と
し
て
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
単
元
学
習
に
つ
い
て
、
概
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
単
元
学
習
と
は
、
児
童
・
生
徒
の
さ
ま
ざ
ま
な
必
要
、
関
心
、
目
的
、
問
題
な
ど
の
う
ち
、
教
育
的
に
見
て
価
値
の
あ
る
典
型
的
な
も
の
を
と
ら
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
連
の
活
動
を
営
ま
せ
、
生
活
経
験
が
、
目
的
に
向
か
っ
て
高
ま
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
児
童
・
生
徒
の
当
面
し
て
い
る
問
題
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
解
決
に
必
要
な
価
値
あ
る
学
習
活
動
の
ま
と
ま
り
で
あ
り
、
系
列
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。（
傍
線
は
引
用
者
。）
も
ち
ろ
ん
、「
一
連
の
活
動
」
と
は
、
国
語
科
の
場
合
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
の
諸
活
動
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
（
試
案
）
科
目
構
成
２６２
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
三
一
必
修
国
語
（
甲
）

選
択
国
語
（
乙
）

〜

漢
文

〜

ア
指
導
内
容
こ
の
要
領
は
、
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
え
が
き
第
一
章
国
語
科
の
目
標
第
二
章
中
学
校
の
国
語
科
の
計
画
第
三
章
中
学
校
の
国
語
科
の
単
元
の
例
第
四
章
高
等
学
校
の
国
語
科
の
計
画
第
五
章
高
等
学
校
の
国
語
科
の
単
元
の
例
第
六
章
国
語
科
に
お
け
る
文
法
の
学
習
指
導
第
七
章
国
語
科
に
お
け
る
漢
文
の
学
習
指
導
第
八
章
中
学
校
の
国
語
科
に
お
け
る
習
字
の
学
習
指
導
第
九
章
中
学
校
の
国
語
科
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
の
指
導
第
十
章
中
学
校
・
高
等
学
校
の
国
語
科
の
評
価
第
十
一
章
中
学
校
・
高
等
学
校
の
国
語
科
に
お
い
て
使
用
に
適
し
た
資
料
付
録
あ
と
が
き
そ
の
「
ま
え
が
き
」
で
、
国
語
の
授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
新
し
い
方
向
付
け
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
国
語
科
は
ど
ん
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
か
」
の
項
で
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
国
語
の
教
育
課
程
は
、
だ
ん
だ
ん
と
、
広
い
社
会
の
必
要
に
応
じ
る
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。）
こ
れ
ま
で
の
国
語
教
育
、
こ
と
に
中
等
学
校
以
上
の
国
語
教
育
は
、
教
室
の
中
で
古
典
を
読
ん
だ
り
、
名
文
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
お
も
な
仕
事
と
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
言
語
文
化
の
習
得
を
と
お
し
て
、
言
語
生
活
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
ね
ら
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
し
い
教
育
課
程
の
考
え
方
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
ん
な
言
語
生
活
を
営
む
か
を
考
え
、
そ
の
生
活
の
向
上
に
必
要
な
能
力
を
つ
け
よ
う
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
社
会
生
活
を
し
て
行
く
上
に
読
む
の
は
ま
ず
新
聞
で
あ
り
、
聞
く
の
は
ラ
ジ
オ
で
あ
る
。（
中
略
）
話
し
こ
と
ば
の
学
習
指
導
が
小
学
校
の
一
年
生
か
ら
高
等
学
校
の
三
年
生
ま
で
ず
っ
と
、
教
育
課
程
の
中
で
一
つ
の
地
位
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
新
し
い
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
古
典
よ
り
も
現
代
文
学
の
ほ
う
が
生
徒
に
と
っ
て
興
味
も
あ
る
し
、
能
力
に
も
合
っ
て
い
る
か
ら
、
国
語
の
教
育
課
程
の
中
で
は
、
後
者
の
ほ
う
が
も
っ
と
重
要
な
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
三
二
２６１
地
位
を
占
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
古
典
の
学
習
指
導
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。
多
く
の
り
っ
ぱ
な
、
価
値
あ
る
作
品
が
過
去
に
お
い
て
書
か
れ
て
き
て
お
り
、そ
れ
を
読
解
す
る
力
が
つ
け
ば
、そ
の
読
書
は
楽
し
い
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の
生
活
や
精
神
が
理
解
さ
れ
る
。
古
典
の
学
習
が
不
要
な
の
で
は
な
く
て
、
国
語
教
育
を
古
典
に
限
る
こ
と
が
狭
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
国
語
の
教
育
課
程
は
、
読
み
方
・
作
文
・
文
法
と
い
う
科
目
に
分
れ
ず
、
学
習
活
動
が
総
合
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
組
織
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。）
か
つ
て
は
、
文
法
を
文
法
と
し
て
学
習
し
、
作
文
は
作
文
と
し
て
学
習
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
代
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
、
一
つ
の
総
合
さ
れ
た
学
習
の
中
に
織
り
込
ん
で
い
こ
う
と
す
る
。
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
が
、
生
徒
の
必
要
と
興
味
と
能
力
と
に
応
じ
て
選
ば
れ
た
主
題
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
題
の
解
決
を
中
心
と
し
て
、
生
徒
の
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
の
技
能
が
高
ま
っ
て
い
く
。
文
学
を
主
と
し
た
単
元
で
あ
っ
て
も
、
な
ん
ら
か
の
形
で
、
聞
く
、
話
す
、
書
く
技
能
の
訓
練
を
含
む
よ
う
な
く
ふ
う
を
す
る
。
こ
れ
が
今
後
の
新
し
い
国
語
学
習
指
導
の
形
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
向
付
け
の
も
と
、
必
修
科
目
「
国
語
（
甲
）」
は
毎
年
三
単
位
と
し
、
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
の
四
領
域
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
言
語
活
動
を
一
層
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
中
学
校
で
の
文
法
的
知
識
を
更
に
整
理
し
、
文
語
文
法
の
あ
ら
ま
し
を
理
解
し
、
ま
た
国
語
要
説
、
国
語
国
字
問
題
等
に
つ
い
て
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
単
元
学
習
の
推
進
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
は
、
単
独
に
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、「
単
元
学
習
」
の
一
環
と
し
て
授
業
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、「
高
等
学
校
の
国
語
科
の
単
元
の
例
」
と
し
て
、
各
学
年
の
単
元
展
開
の
例
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
２６０
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
三
三
第
一
学
年
古
典
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
と
ど
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
第
二
学
年
短
編
小
説
第
三
学
年
国
語
・
国
字
を
よ
り
よ
く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
そ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、「
話
す
こ
と
」
・
「
話
し
あ
い
」
に
重
点
が
置
か
れ
た
学
習
活
動
と
な
っ
て
い
る
。
「
単
元
の
選
び
方
お
よ
び
展
開
の
し
か
た
へ
の
注
意
」
と
し
て
、
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
い
る
。
単
元
を
展
開
す
る
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１
単
元
は
生
徒
の
必
要
と
興
味
と
能
力
と
に
応
じ
う
る
よ
う
に
よ
く
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
２
目
標
と
内
容
は
明
確
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
知
識
・
理
解
・
技
術
・
能
力
・
習
慣
・
態
度
・
鑑
賞
・
理
想
な
ど
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
３
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
学
習
活
動
は
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
か
一
つ
の
学
習
方
法
に
重
き
を
お
き
す
ぎ
る
単
元
は
好
ま
し
い
と
は
言
え
な
い
。
言
語
の
分
野
に
お
け
る
学
習
活
動
で
は
、
学
級
で
の
会
話
、
学
級
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
・
パ
ネ
ル－
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
ー
プ
ン－
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
討
論
・
劇
化
、
知
識
を
得
る
た
め
に
読
む
技
術
、
鑑
賞
や
娯
楽
の
た
め
に
読
む
技
術
、
独
創
的
な
作
文
な
ど
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
４
評
価
は
目
標
に
応
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
計
画
は
い
ろ
い
ろ
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、『
中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
法
国
語
科
編
』（
昭
和
二
九
年
七
月
一
日
明
治
図
書
出
版
）
が
、
文
部
省
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
、
出
色
な
指
導
法
の
解
説
書
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
中
で
、「
高
等
学
校
の
学
習
指
導
の
例
」
と
し
て
、次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
、「
単
元
学
習
」
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
一
近
代
小
説
例
二
方
言
と
共
通
語
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
三
四
２５９
例
三
学
校
新
聞
の
改
善
例
四
文
学
と
人
生
こ
の
よ
う
に
、「
単
元
学
習
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
指
導
方
法
や
そ
の
方
向
付
け
を
行
い
、
指
導
の
充
実
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
強
力
に
導
入
さ
れ
た
、
経
験
主
義
に
基
づ
く
「
単
元
学
習
」
で
は
、
学
習
活
動
が
盛
ん
に
な
る
わ
り
に
は
、
基
礎
学
力
が
十
分
に
育
成
さ
れ
な
い
と
い
う
批
判
が
強
く
な
っ
て
き
た
。基
礎
学
力
と
し
て
の
漢
字
力
や
読
解
力
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、漢
字
、文
法
、読
解
力
等
に
つ
い
て
、継
続
的
・
系
統
的
に
指
導
を
強
め
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。
ウ
旧
制
中
等
教
育
と
の
比
較
と
も
あ
れ
、
こ
の
学
習
指
導
要
領
は
、
国
語
教
育
の
新
し
い
方
向
付
け
を
行
っ
て
お
り
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
一
八
年
の「
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」に
至
る
ま
で
の
旧
制
中
等
教
育
の
国
語
教
育
と
比
べ
て
み
る
と
、
種
々
の
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
若
干
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

国
語
科
の
領
域
構
成
は
、「
聞
く
こ
と
」、「
話
す
こ
と
」、「
読
む
こ
と
」、「
書
く
こ
と
」の
分
野
か
ら
な
り
、「
こ
と
ば
の
き
ま
り
」的
な
事
項（
い
わ
ゆ
る
文
法
・
表
記
・
文
字
な
ど
）は
、
こ
の
四
つ
の
分
野
に
関
連
さ
せ
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。

「
講
読
」
・
「
作
文
」
・
「
文
法
」
を
国
語
科
の
分
科
と
し
て
、
教
材
・
時
間
を
特
設
し
て
い
た
旧
制
の
実
践
と
は
全
く
変
更
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

「
作
文
」
は
、
時
間
数
が
減
少
し
、
や
や
手
薄
と
な
っ
た
こ
と
。

品
詞
論
や
知
識
が
中
心
で
あ
っ
た「
文
法
」は
、
解
釈
・
表
現
の
た
め
の
文
法
学
習
と
な
り
、
機
能
面
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
。

古
典
の
学
習
は
、
注
釈
、
通
釈
を
中
核
と
し
て
い
た
が
、
理
解
・
鑑
賞
面
が
重
視
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
。

経
験
主
義
に
基
づ
く
「
単
元
学
習
」
が
、
学
習
形
態
と
し
て
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
。
２５８
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
三
五
こ
の
よ
う
に
、
旧
制
中
等
教
育
の
国
語
教
育
と
は
質
を
異
に
し
た
、
新
し
い
時
代
の
新
し
い
教
育
理
念
・
教
育
方
法
が
実
践
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
補
訂
「
中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
（
昭
和
二
六
年
改
訂
版
）」
の
高
等
学
校
の
部
分
の
補
訂
（
文
初
中
昭
和
二
七
年
八
月
八
日
）
こ
の
通
達
は
、
必
修
国
語
で
あ
る
国
語
（
甲
）
の
中
の
漢
文
に
充
て
る
時
間
の
明
示
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。「
高
等
学
校
の
国
語
学
習
指
導
の
目
標
」
の
あ
と
が
き
に
、
次
の
文
章
が
加
え
ら
れ
た
。
高
等
学
校
の
国
語
科
は
、
必
修
の
「
国
語
（
甲
）」
お
よ
び
選
択
の
「
国
語
（
乙
）」・「
漢
文
」
の
三
つ
の
科
目
に
分
か
れ
て
い
る
が
、「
国
語
（
甲
）」
は
右
に
掲
げ
た
目
標
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が
学
習
す
る
も
の
で
あ
り
、「
国
語
（
乙
）」・「
漢
文
」
は
生
徒
の
必
要
と
能
力
と
興
味
と
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
目
標
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
重
点
を
お
い
て
学
習
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
国
語
（
甲
）」
に
は
漢
文
の
学
習
を
含
み
、「
国
語
（
乙
）」
に
は
漢
文
を
主
と
す
る
学
習
は
含
ま
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
補
訂
に
よ
り
、
科
目
の
性
格
、
漢
文
学
習
の
位
置
付
け
等
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
昭
和
三
〇
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
昭
和
三
〇
年
一
二
月
五
日
文
部
省
発
行
）
昭
和
三
〇
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
（
昭
和
三
〇
年
一
二
月
二
六
日
文
部
省
発
行
昭
和
三
一
年
度
か
ら
学
年
進
行
に
よ
り
実
施
）
（
今
回
か
ら
（
試
案
）
の
二
字
が
削
除
さ
れ
た
。）

昭
和
三
〇
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
一
般
編
基
本
方
針
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
三
六
２５７
こ
の
指
導
要
領
は
、「
教
育
課
程
の
改
善
、
特
に
高
等
学
校
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
」（
教
育
課
程
審
議
会
）
の
答
申
に
基
づ
い
て
、
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
九
年
一
月
一
八
日
に
答
申
さ
れ
た
第
一
次
答
申
で
は
、「
改
訂
の
方
針
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ア
高
等
学
校
の
教
育
は
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
完
成
教
育
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
基
本
と
す
る
こ
と
。
イ
高
等
学
校
の
教
育
課
程
は
、
各
課
程
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
を
眼
目
と
し
て
編
成
す
る
こ
と
。
ウ
普
通
課
程
に
お
い
て
は
、
教
育
課
程
の
類
型
を
設
け
、
生
徒
の
進
路
や
特
性
等
に
応
じ
、
上
学
年
に
進
む
に
つ
れ
て
分
化
し
た
学
習
を
行
い
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
エ
各
教
科
・
科
目
の
単
位
数
は
、
各
課
程
、
各
コ
ー
ス
の
必
要
に
応
じ
う
る
よ
う
こ
れ
を
一
種
類
の
み
と
せ
ず
、
こ
れ
に
幅
を
も
た
せ
る
こ
と
。
こ
う
し
た
答
申
を
踏
ま
え
て
、「
一
般
編
」
の
「
教
科
、
科
目
お
よ
び
単
位
数
」
の
項
で
は
、
単
位
数
の
配
当
等
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
国
語
（
甲
）」
は
、
各
学
年
に
な
る
べ
く
均
分
し
て
単
位
数
を
配
当
す
る
。
一
〇
単
位
と
し
て
計
画
す
る
場
合
は
、
下
学
年
に
単
位
数
を
多
く
配
当
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

「
国
語
（
乙
）」
お
よ
び
「
漢
文
」
の
一
個
学
年
に
お
け
る
単
位
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
ま
た
は
三
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

「
国
語
（
乙
）」
お
よ
び
「
漢
文
」
を
一
個
学
年
に
お
い
て
同
時
に
履
修
さ
せ
る
場
合
の
単
位
数
の
計
は
、
五
以
下
と
す
る
。

昭
和
三
〇
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
科
目
構
成
２５６
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
三
七
必
修
国
語
（
甲
）

〜

選
択
国
語
（
乙
）

〜

漢
文

〜

指
導
内
容
こ
の
学
習
指
導
要
領
は
、
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
改
訂
に
伴
っ
て
、「
中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
」（
昭
和
二
六
年
改
訂
版
）
の
う
ち
、
高
等
学
校
に
関
す
る
部
分
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
、
次
の
三
点
を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
１
生
徒
の
個
性
や
進
路
に
応
じ
た
、
各
課
程
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
課
程
を
、
適
切
に
編
成
で
き
る
よ
う
に
、
国
語
科
の
各
科
目
の
単
位
数
や
そ
の
学
年
配
当
を
定
め
る
こ
と
。
２
各
課
程
の
す
べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ
る
国
語
科
の
科
目
（「
国
語
（
甲
）」）
と
、
生
徒
の
個
性
や
進
路
に
応
じ
て
履
修
さ
せ
る
国
語
科
の
科
目
（「
国
語
（
乙
）」、「
漢
文
」）
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
組
合
せ
を
適
切
に
す
る
こ
と
。
３
国
語
科
の
各
科
目
の
性
格
、
目
標
、
お
よ
び
内
容
を
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
し
て
、
必
要
な
学
習
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
改
訂
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ア
教
科
目
標
に
は
、
三
項
目
を
挙
げ
て
あ
る
が
、
豊
か
な
読
解
力
、
こ
と
ば
の
的
確
な
効
果
的
使
用
の
能
力
や
態
度
、
言
語
知
識
等
が
強
調
さ
れ
た
。
イ
「
国
語
（
甲
）」
の
領
域
は
、
①
読
む
こ
と
の
学
習
（
現
代
文
、
古
文
、
漢
文
）、
書
く
こ
と
の
学
習
、
②
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
の
学
習
か
ら
成
り
、
③
①
②
の
学
習
に
関
連
し
て
、

音
韻
・
文
字
・
語
い
・
表
記
法
、

国
語
の
特
質
、
国
語
の
変
遷
、
国
語
と
漢
文
と
の
関
係
、
国
語
国
字
問
題
、

口
語
文
法
、
文
語
文
法
、

国
文
学
の
変
遷
な
ど
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
三
八
２５５
ウ「
国
語
（
甲
）」
に
お
け
る
分
野
を
「
現
代
文
」
「
古
文
」
「
漢
文
」
「
話
し
方
・
作
文
」
と
し
て
、
分
野
ご
と
の
大
体
の
量
（
時
間
数
の
割
合
）
を
示
し
て
い
る
。「
国
語
（
乙
）」
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
そ
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
指
導
す
べ
き
事
項
を
「
現
代
文
」「
古
文
」「
国
文
法
」「
国
語
要
説
」「
国
文
学
史
」「
作
文
」「
話
し
方
」
と
し
て
、
各
事
項
の
大
体
の
授
業
時
間
数
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
国
語
（
乙
）」
の
指
導
計
画
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
の
い
く
つ
か
を
選
ん
で
立
て
て
も
、
一
事
項
の
み
で
も
よ
い
こ
と
に
し
た
。
現
場
で
は
、「
古
文
」
を
選
ぶ
の
が
大
多
数
で
あ
っ
た
。
エ
「
国
語
（
甲
）」
に
お
け
る
分
野
ご
と
の
大
体
の
時
間
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
分
野
）
（
割
合
）
（
具
体
例
）
現
代
文
３―
１０
な
い
し
４―
１０
３―
１０
４―
１０
３―
１０
古
文
２―
１０
な
い
し
３―
１０
３―
１０
２―
１０
２―
１０
漢
文
２―
１０
２―
１０
２―
１０
２―
１０
話
し
方
・
作
文
２―
１０
な
い
し
３―
１０
２―
１０
２―
１０
３―
１０
オ
「
国
語
（
乙
）」
に
お
け
る
事
項
ご
と
の
大
体
の
時
間
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
現
代
文
７０
な
い
し
２１０
単
位
時
間
古
文
７０
〃
２１０
〃
国
文
法
３５
〃
７０
〃
国
語
要
説
３５
〃
７０
〃
国
文
学
史
３５
〃
７０
〃
作
文
７０
〃
１４０
〃
２５４
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
三
九
話し
方
３５
〃
７０
〃
カ
「
古
文
」
と
「
漢
文
」
の
教
材
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
、
作
品
名
を
例
示
し
た
の
は
、
こ
の
改
訂
版
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
「
国
語
（
甲
）」
に
お
け
る
具
体
的
な
作
品
名
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
古
文
）
記
紀
歌
謡
、
万
葉
集
の
長
歌
・
短
歌
、
古
今
集
・
新
古
今
集
・
山
家
集
・
金
槐
集
な
ど
の
短
歌
、
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
な
ど
の
俳
句
、
竹
取
物
語
・
源
氏
物
語
・
大
鏡
・
平
家
物
語
・
世
間
胸
算
用
・
雨
月
物
語
な
ど
の
物
語
類
、
土
佐
日
記
・
枕
草
子
・
更
級
日
記
・
徒
然
草
・
奥
の
細
道
・
玉
勝
間
な
ど
の
日
記
・
随
筆
・
紀
行
類
、
謡
曲
・
狂
言
・
近
松
の
浄
瑠
璃
な
ど
の
戯
曲
類
、
花
伝
書
・
三
冊
子
・
去
来
抄
・
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
な
ど
に
あ
る
評
論
類
、
名
家
の
語
録
類
な
ど
。
（
漢
文
）
短
句
・
短
文
・
故
事
・
成
語
・
格
言
・
こ
と
わ
ざ
な
ど
で
訓
読
練
習
に
適
当
な
も
の
や
、
論
語
・
孟
子
・
老
子
・
荘
子
・
韓
非
子
な
ど
の
論
説
類
、十
八
史
略
・
史
記
・
蒙
求
・
日
本
外
史
・
先
哲
叢
談
な
ど
の
史
伝
類
、近
思
録
・
言
志
録
な
ど
の
語
録
類
、
文
章
規
範
・
古
文
真
宝
・
唐
宋
八
家
文
・
唐
詩
選
・
白
氏
文
集
・
和
漢
朗
詠
集
な
ど
の
詩
文
類
な
ど
。
な
お
、
現
代
文
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
作
品
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
生
徒
の
理
解
力
や
、
興
味
・
関
心
や
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
い
て
の
必
要
な
ど
を
考
慮
し
て
、
適
切
に
し
て
か
つ
価
値
あ
る
も
の
を
、
広
く
選
ぶ
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
四
昭
和
三
五
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
昭
和
三
五
年
一
〇
月
一
五
日
告
示
昭
和
三
八
年
度
か
ら
学
年
進
行
に
よ
り
実
施
）
（
今
回
か
ら
「
文
部
省
告
示
」
と
な
る
。）
科
目
構
成
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
四
〇
２５３
必
修
現
代
国
語

古
典
甲

又
は
古
典
乙
Ｉ

選
択
古
典
乙
Ⅱ


基
本
方
針
「
高
等
学
校
教
育
課
程
の
改
善
に
つ
い
て
」（
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
教
育
課
程
審
議
会
答
申
）
の
「
基
本
方
針
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
高
等
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、生
徒
の
能
力
、適
性
、
進
路
等
に
応
じ
て
適
切
な
教
育
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
の
際
、
大
学
と
の
関
連
、
普
通
課
程
と
職
業
に
関
す
る
課
程
と
の
関
係
に
も
留
意
す
る
こ
と
。
二
普
通
課
程
に
お
い
て
は
、
そ
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
二
、
三
の
基
本
的
な
類
型
を
構
想
し
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
基
本
類
型
に
必
要
な
変
化
を
も
た
せ
て
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
必
要
か
つ
可
能
な
も
の
に
は
二
種
類
を
示
し
て
、
い
ず
れ
か
を
履
修
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
三
普
通
課
程
に
お
い
て
は
、
教
養
の
片
寄
り
を
少
な
く
す
る
た
め
、
必
修
科
目
を
多
く
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
精
選
充
実
し
、
基
本
的
事
項
の
学
習
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
身
に
つ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。（
四
、
五
省
略
）
六
基
礎
学
力
の
向
上
と
科
学
技
術
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
措
置
す
る
こ
と
。（

省
略
）

国
語
に
関
し
て
は
基
礎
学
力
を
高
め
る
た
め
、
現
代
国
語
の
読
解
力
お
よ
び
作
文
の
能
力
の
向
上
を
図
る
よ
う
な
方
途
を
講
ず
る
こ
と
。（
傍
線
は
引
用
者
。）
ま
た
、「
教
科
等
に
関
す
る
事
項
」
の
中
で
、「
国
語
」
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
答
申
が
な
さ
れ
た
。
ア
国
語
の
基
礎
学
力
を
高
め
る
た
め
、
現
代
国
語
の
読
解
力
お
よ
び
作
文
の
能
力
の
向
上
を
図
り
、
か
つ
古
典
の
指
導
が
系
２５２
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
四
一
統
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
国
語
を
、「
現
代
国
語
」「
古
典
甲
」、「
古
典
乙
Ｉ
」
お
よ
び
「
古
典
乙
Ⅱ
」
の
四
科
目
と
す
る
こ
と
。
イ
「
現
代
国
語
」は
、
す
べ
て
の
生
徒
に
毎
学
年
共
通
に
履
修
さ
せ
る
も
の
と
し
、
そ
の
内
容
は
、
現
代
文
お
よ
び
話
し
方
・
作
文
を
中
心
と
し
、
文
学
的
な
内
容
だ
け
に
片
寄
る
こ
と
な
く
、
論
理
的
な
表
現
や
理
解
を
も
重
ん
じ
る
こ
と
。
ウ
「
古
典
甲
」
と
「
古
典
乙
Ｉ
」
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
科
目
を
す
べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ
る
も
の
と
し
、「
古
典
乙
Ⅱ
」
は
「
古
典
乙
Ｉ
」
を
履
修
し
た
後
に
履
修
さ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
エ
古
典
に
関
す
る
三
科
目
の
内
容
は
、
古
文
お
よ
び
漢
文
を
主
と
し
、
下
記
の
よ
う
に
す
る
こ
と
。

「
古
典
甲
」
の
内
容
は
、
古
典
に
対
す
る
概
観
的
な
理
解
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
平
易
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
慮
す
る
こ
と
。

「
古
典
乙
Ｉ
」
お
よ
び
「
古
典
乙
Ⅱ
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
「
国
語
（
乙
）」
お
よ
び
「
漢
文
」
で
取
り
扱
っ
て
い
る
内
容
を
精
選
し
、
系
統
的
な
指
導
を
行
な
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。
オ
古
典
の
各
科
目
で
取
り
扱
う
漢
文
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
豊
富
に
学
習
さ
せ
る
た
め
、
書
き
下
し
文
な
ど
に
よ
る
指
導
を
考
慮
す
る
こ
と
。（
傍
線
は
引
用
者
。）
こ
の
答
申
に
お
い
て
は
、「
技
術
革
新
の
時
代
の
基
礎
学
力
の
向
上
の
た
め
に
、
現
代
国
語
の
読
解
力
及
び
作
文
の
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
」、「
現
代
国
語
」
は
、
す
べ
て
の
生
徒
に
毎
学
年
共
通
に
履
修
さ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
」、「
そ
の
内
容
は
、
現
代
文
お
よ
び
話
し
方
・
作
文
を
中
心
と
し
、
文
学
的
内
容
だ
け
に
片
寄
る
こ
と
な
く
、
論
理
的
な
表
現
や
理
解
を
も
重
ん
じ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
等
が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
新
し
い
科
目
で
あ
る
「
現
代
国
語
」
設
定
の
趣
旨
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
説
明
と
な
っ
て
い
る
。

指
導
内
容
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
四
二
２５１
学
習
指
導
要
領
で
は
、
国
語
の
「
教
科
目
標
」
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
１
生
活
に
必
要
な
国
語
の
能
力
を
高
め
、
言
語
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
思
考
力
・
批
判
力
を
伸
ば
し
、
心
情
を
豊
か
に
し
て
、
言
語
生
活
の
向
上
を
図
る
。
２
経
験
を
広
め
、
知
識
を
求
め
、
教
養
を
高
め
る
た
め
に
、
ま
た
、
思
想
や
感
情
を
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
目
的
や
場
に
応
じ
て
正
し
く
的
確
に
理
解
し
表
現
す
る
態
度
や
技
能
を
養
う
。
３
こ
と
ば
の
は
た
ら
き
を
理
解
さ
せ
、
国
語
に
関
す
る
知
識
を
高
め
、
国
語
に
対
す
る
関
心
や
自
覚
を
深
め
て
、
国
語
を
尊
重
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
や
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
、
小
・
中
学
校
の
目
標
と
の
関
連
が
図
ら
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
国
語
科
の
改
訂
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ア
必
修
科
目
と
し
て
、
普
通
科
に
お
い
て
は
、「
現
代
国
語
」
七
単
位
、「
古
典
乙
Ⅰ
」
五
単
位
、
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、「
古
典
甲
」
二
単
位
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
業
教
育
を
主
と
す
る
学
科
に
お
い
て
は
、「
現
代
国
語
」
七
単
位
、
「
古
典
甲
」
二
単
位
ま
た
は
「
古
典
乙
Ｉ
」
五
単
位
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
現
代
国
語
」
及
び
「
古
典
甲
」
ま
た
は
「
古
典
乙
Ｉ
」
を
必
修
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
科
目
と
し
て
は
、「
古
典
乙
Ⅱ
」
三
単
位
を
設
け
て
い
る
。
イ
各
科
目
ご
と
に
、「
１
目
標
」「
２
内
容
」「
３
指
導
計
画
作
成
お
よ
び
指
導
上
の
留
意
事
項
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。「
現
代
国
語
」
は
、「
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
及
び
「
こ
と
ば
に
関
す
る
事
項
」
の
三
領
域
一
事
項
か
ら
成
り
、
各
領
域
ご
と
に
、
指
導
事
項
と
ジ
ャ
ン
ル
別
の
学
習
活
動
と
が
、「
こ
と
ば
に
関
す
る
事
項
」
で
は
、
指
導
事
項
と
考
慮
事
項
と
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
各
領
域
の
学
習
は
、「
相
互
に
関
連
さ
せ
て
、
有
機
的
に
指
導
し
、
片
寄
り
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、
関
連
学
習
を
強
調
し
て
お
り
、
単
元
学
習
を
主
と
す
る
傾
向
は
薄
ら
い
で
き
た
と
い
え
る
。
２５０
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
四
三
ウ「
現
代
国
語
」に
お
い
て
、
作
文
を
主
と
す
る
学
習
は
、
各
学
年
と
も
年
間
授
業
時
数
の
２―
１０
以
上
を
充
て
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
を
主
と
す
る
学
習
に
は
１―
１０
程
度
を
充
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
エ
「
現
代
国
語
」
七
単
位
を
充
て
る
場
合
に
は
、
全
日
制
の
課
程
に
あ
っ
て
は
、
第
一
学
年
に
お
い
て
は
三
単
位
、
第
二
学
年
に
お
い
て
は
二
単
位
、
第
三
学
年
に
お
い
て
は
二
単
位
を
配
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
オ
古
典
と
し
て
の
古
文
や
漢
文
に
つ
い
て
、「
古
典
甲
」
は
、
概
論
的
な
理
解
を
得
さ
せ
る
こ
と
、「
古
典
乙
Ｉ
」
は
、
系
統
的
に
学
習
さ
せ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
、「
古
典
乙
Ⅱ
」
は
、
発
展
的
に
学
習
さ
せ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
古
文
と
漢
文
と
の
比
率
は
、「
古
典
乙
Ｉ
」
で
は
お
よ
そ
三
対
二
の
程
度
と
し
、「
古
典
乙
Ⅱ
」
で
は
、
お
よ
そ
二
対
一
の
程
度
と
し
た
。
こ
れ
は
、教
科
の
組
織
を
改
め
て
、従
前
と
か
く
各
科
目
の
内
容
に
重
複
が
あ
り
が
ち
で
あ
っ
た
の
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
カ
「
現
代
国
語
」
の
登
場
は
、
高
校
国
語
科
に
お
い
て
は
初
め
て
設
定
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
正
末
期
以
来
続
い
て
き
た
「
現
代
文
」
重
視
の
思
想
が
一
つ
の
結
実
を
示
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
キ
と
も
あ
れ
、
国
語
学
力
の
低
下
が
、
文
字
力
・
作
文
力
・
読
解
力
等
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
一
端
に
は
、
経
験
主
義
の
単
元
学
習
の
指
導
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
今
回
の
改
訂
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』（
昭
和
三
六
年
四
月
一
五
日
好
学
社
文
部
省
）
が
発
行
さ
れ
た
。
五
昭
和
四
五
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
昭
和
四
五
年
一
〇
月
一
五
日
告
示
昭
和
四
八
年
度
か
ら
学
年
進
行
に
よ
り
実
施
）
科
目
構
成
必
修
現
代
国
語

古
典
Ｉ
甲

松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
四
四
２４９
選
択
古
典
Ｉ
乙

古
典
Ⅱ


基
本
方
針
「
高
等
学
校
教
育
課
程
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
答
申
（
昭
和
四
四
年
九
月
三
〇
日
）
が
、
教
育
課
程
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
。
「
改
善
の
基
本
方
針
」
の
中
で
示
さ
れ
た
主
な
事
項
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

人
間
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
目
ざ
し
、
現
状
に
か
ん
が
み
特
に
下
記
の
点
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

観
察
力
と
創
造
的
思
考
力
の
育
成

理
性
的
態
度
と
道
徳
的
実
践
力
の
涵
養

豊
か
な
情
操
の
陶
冶

健
康
と
体
力
の
増
進

国
家
お
よ
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
の
育
成
を
目
ざ
し
、
現
状
に
か
ん
が
み
特
に
下
記
の
点
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

人
間
と
し
て
相
互
に
尊
重
し
あ
う
態
度
の
育
成

責
任
を
重
ん
じ
規
律
を
守
る
態
度
な
ら
び
に
自
由
自
律
の
精
神
の
涵
養

社
会
事
象
に
対
す
る
正
し
い
認
識
や
公
正
な
判
断
力
の
育
成

国
家
に
対
す
る
理
解
と
愛
情
を
深
め
、
広
い
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
民
主
的
な
国
家
お
よ
び
社
会
の
発
展
に
努
め
る
態
度
の
育
成
こ
れ
は
、進
学
率
が
上
昇
し
、高
等
学
校
が
後
期
中
等
教
育
段
階
の
青
少
年
の
大
部
分
を
教
育
す
る
機
関
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
生
徒
の
能
力
・
適
性
・
進
路
な
ど
が
著
し
く
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
答
申
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
等
学
校
国
語
に
対
す
る
「
改
善
の
具
体
方
針
」
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
２４８
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
四
五
ア生
活
に
必
要
な
国
語
の
理
解
と
表
現
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
、
お
よ
び
言
語
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、
目
標
に
お
い
て
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
イ
国
語
の
学
習
指
導
が
効
果
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
現
行
ど
お
り
科
目
を
「
現
代
国
語
」
及
び
古
典
に
関
す
る
科
目
と
す
る
が
、
古
典
に
関
す
る
科
目
は
「
古
典
Ｉ
甲
」「
古
典
Ｉ
乙
」
及
び
「
古
典
Ⅱ
」
の
三
科
目
と
す
る
こ
と
。
ウ
「
現
代
国
語
」
は
、
現
行
ど
お
り
す
べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ
る
も
の
と
し
、
国
語
の
表
現
や
理
解
に
関
す
る
基
礎
的
な
能
力
を
高
め
る
た
め
の
指
導
が
い
っ
そ
う
適
切
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
そ
の
性
格
、内
容
、構
成
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
な
お
、
そ
の
際
、
作
文
や
話
し
方
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
論
理
的
文
章
の
読
解
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
特
に
重
視
す
る
こ
と
。
エ
「
古
典
Ｉ
甲
」
は
、
す
べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、「
古
典
Ｉ
乙
を
履
修
す
る
場
合
は
、「
古
典
Ｉ
甲
」
の
履
修
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、「
古
典
Ⅱ
」
は
、「
古
典
Ｉ
甲
」
ま
た
は
「
古
典
Ｉ
乙
」
を
履
修
し
た
の
ち
に
履
修
さ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
オ
古
典
に
関
す
る
科
目
に
お
い
て
は
、
古
典
に
親
し
ま
せ
る
よ
う
に
い
っ
そ
う
配
慮
し
、
そ
の
教
材
は
古
文
お
よ
び
漢
文
を
主
と
し
、
そ
の
内
容
は
下
記
の
よ
う
に
す
る
こ
と
。

「
古
典
Ｉ
甲
」
は
、
精
選
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
原
文
に
ふ
れ
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
興
味
深
く
学
習
さ
せ
、
古
典
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

「
古
典
Ｉ
乙
」
は
、「
古
典
Ｉ
甲
」
の
内
容
を
含
む
も
の
と
し
、「
古
典
Ｉ
甲
」
よ
り
も
取
り
扱
う
作
品
の
範
囲
を
広
げ
、
古
典
の
読
解
を
養
う
と
と
も
に
、
古
典
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

「
古
典
Ⅱ
」
は
、
古
文
・
漢
文
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
一
つ
ま
た
は
い
く
つ
か
の
作
品
を
精
選
し
、
そ
れ
を
深
く
読
み
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。（
傍
線
は
引
用
者
。）
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
四
六
２４７
特
に
、
傍
線
部
分
は
、
今
回
の
改
訂
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

指
導
内
容
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
に
関
す
る
改
訂
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ア
標
準
単
位
数
は
、「
現
代
国
語
」
七
、「
古
典
Ｉ
甲
」
二
、「
古
典
Ｉ
乙
」
五
、「
古
典
Ⅱ
」
三
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
必
修
科
目
は
、「
現
代
国
語
」
及
び
「
古
典
Ｉ
甲
」
と
し
た
。
イ
教
科
目
標
は
、「
生
活
に
必
要
な
国
語
の
能
力
を
高
め
、
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
。」
と
い
う
総
括
的
目
標
の
下
に
、
次
の
五
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
１
国
語
に
よ
っ
て
的
確
に
理
解
し
表
現
す
る
能
力
と
態
度
を
養
う
。
２
国
語
に
よ
る
理
解
と
表
現
を
通
し
て
、
思
考
力
・
批
判
力
を
伸
ば
し
、
心
情
を
豊
か
に
す
る
。
３
国
語
に
よ
る
伝
達
を
効
果
的
に
し
て
社
会
生
活
を
高
め
る
能
力
を
伸
ば
し
態
度
を
養
う
。
４
言
語
文
化
を
享
受
し
創
造
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
能
力
を
伸
ば
し
態
度
を
養
う
。
５
国
語
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
し
、
国
語
を
愛
護
し
て
そ
の
向
上
を
図
る
態
度
を
養
う
。教
科
目
標
の
５
に
あ
る
「
言
語
感
覚
」
と
い
う
文
言
は
、
三
五
年
の
「
学
習
指
導
要
領
」
で
は
、
古
典
三
科
目
の
指
導
事
項
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
各
科
目
の
目
標
の
中
に
も
、「
言
語
感
覚
を
豊
か
に
し
」と
い
う
語
句
が
用
い
ら
れ
、
強
調
さ
れ
た
文
言
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
各
科
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
１
目
標
」「
２
内
容
」「
３
内
容
の
取
り
扱
い
」
の
三
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。「
現
代
国
語
」
の
「
内
容
」
は
、「
Ａ
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
」「
Ｂ
読
む
こ
と
」「
Ｃ
書
く
こ
と
」
の
三
領
域
か
ら
な
り
、「
こ
と
ば
に
関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て
は
、
各
領
域
の
中
で
指
導
す
る
こ
と
に
し
て
、
項
目
と
し
て
は
特
別
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
３
の

で
、「
こ
と
ば
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
し
て
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
ア
文
章
、
文
、
語
句
な
ど
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
の
指
導
の
上
に
立
っ
て
、
内
容
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
指
導
の
中
で
深
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
イ
言
２４６
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
四
七
語
の
役
割
、国
語
の
変
遷
、国
語
の
特
質
な
ど
に
つ
い
て
は
、主
と
し
て
内
容
の
Ｂ
の
指
導
の
中
で
触
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
エ
「
現
代
国
語
」
で
、「
書
く
こ
と
」
の
学
習
の
年
間
授
業
時
数
の
割
合
を
一
〇
分
二
以
上
、「
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
」
の
割
合
を
一
〇
分
一
程
度
と
し
て
い
る
の
は
、
前
回
と
同
様
で
あ
る
。
オ
古
典
三
科
目
の
中
で
、「
古
典
Ⅱ
」
に
お
い
て
、「
精
選
さ
れ
た
作
品
を
深
く
読
み
味
わ
っ
て
」
と
い
う
語
句
を
「
目
標
」
の
中
に
入
れ
、
教
材
と
し
て
、「
古
文
、
漢
文
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
一
つ
ま
た
は
い
く
つ
か
の
作
品
を
精
選
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
回
の
改
訂
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
カ
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』（
昭
和
四
七
年
五
月
二
五
日
東
京
書
籍
文
部
省
）
が
発
行
さ
れ
た
。
六
昭
和
五
三
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
昭
和
五
三
年
八
月
三
〇
日
告
示
昭
和
五
七
年
度
か
ら
学
年
進
行
に
よ
り
実
施
）
科
目
構
成
必
修
国
語
Ｉ

選
択
国
語
Ⅱ

〈
準
必
修
〉
国
語
表
現

現
代
文

古
典


基
本
方
針
「
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
答
申
（
昭
和
五
一
年
一
二
月
一
八
日
）
が
、
教
育
課
程
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
。
「
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
の
ね
ら
い
」
と
し
て
、
次
の
三
点
が
示
さ
れ
た
。

人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
て
る
こ
と
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
四
八
２４５
ゆ
と
り
の
あ
る
し
か
も
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

国
民
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
重
視
す
る
と
と
も
に
児
童
生
徒
の
個
性
や
能
力
に
応
じ
た
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
ま
た
、「
高
等
学
校
に
お
け
る
各
教
科
・
科
目
の
編
成
等
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。
高
等
学
校
に
お
け
る
各
教
科
・
科
目
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
進
学
率
の
著
し
い
上
昇
に
よ
り
能
力
・
適
性
・
進
路
等
の
一
層
多
様
化
し
た
生
徒
に
対
す
る
教
育
の
在
り
方
を
考
慮
し
た
場
合
、
基
本
的
に
は
次
の
よ
う
な
方
向
で
改
善
を
図
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
ア
高
等
学
校
の
主
と
し
て
低
学
年
に
お
い
て
履
修
す
る
必
修
の
各
教
科
・
科
目
は
、
中
学
校
教
育
と
の
関
連
を
一
層
密
接
に
す
る
と
と
も
に
高
等
学
校
教
育
と
し
て
共
通
的
に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
中
心
と
し
、
中
学
年
以
降
の
選
択
科
目
の
基
礎
と
な
る
よ
う
に
編
成
す
る
。（
後
略
）（
傍
線
は
引
用
者
。）
こ
こ
に
は
、
時
代
に
即
し
た
、
教
科
・
科
目
の
方
向
付
け
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
改
善
の
ね
ら
い
を
踏
ま
え
て
、
国
語
に
つ
い
て
の
「
改
善
の
基
本
方
針
」
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
内
容
を
基
本
的
な
事
項
に
精
選
す
る
と
と
も
に
、
言
語
の
教
育
と
し
て
の
立
場
を
一
層
明
確
に
し
、
表
現
力
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
、
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
力
を
養
う
た
め
の
基
礎
と
な
る
言
語
に
関
す
る
事
項
が
系
統
的
に
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
、
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
発
展
的
に
指
導
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。（
後
略
）（
傍
線
は
引
用
者
。）
こ
こ
に
は
、「
言
語
の
教
育
」
と
し
て
の
国
語
科
の
姿
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
前
回
の
改
訂
の
こ
ろ
よ
り
、
高
等
学
校
へ
の
進
学
率
は
九
〇
％
に
近
く
な
り
（
昭
和
五
三
年
ご
ろ
は
九
五
％
ほ
ど
）、
高
等
学
校
の
義
務
教
育
化
の
時
代
を
迎
え
た
。「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
と
い
う
現
象
を
生
む
よ
う
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
に
あ
っ
２４４
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
四
九
て
、「
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
」
と
い
う
言
語
活
動
の
経
験
を
通
し
て
言
語
生
活
を
向
上
発
展
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
、「
語
句
、
文
法
、
表
記
」
な
ど
を
正
確
に
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
、「
言
語
活
動
主
義
」
か
ら
「
言
語
能
力
主
義
」
へ
の
転
換
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
、
今
ま
で
の
「
現
代
国
語
」
と
古
典
に
関
す
る
三
科
目
の
基
本
的
な
内
容
を
整
理
し
て
「
国
語
Ｉ
」
を
新
設
し
、
こ
れ
を
低
学
年
に
お
い
て
全
員
に
履
修
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
ま
で
二
〇
年
間
に
わ
た
り
続
い
て
き
た
現
代
国
語
、
古
典
体
制
を
改
め
た
わ
け
で
あ
る
。
小
説
、
評
論
な
ど
の
現
代
文
、
古
文
、
漢
文
な
ど
を
一
科
目
と
し
て
取
り
扱
う
総
合
国
語
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

指
導
内
容
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
に
関
す
る
改
訂
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ア
「
総
則
」
に
お
い
て
、（
指
導
計
画
の
作
成
等
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項
）
の
中
で
、「
学
校
生
活
全
体
に
お
け
る
言
語
環
境
を
整
え
、
生
徒
の
言
語
活
動
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。」
と
あ
り
、
言
語
環
境
の
整
備
に
学
校
全
体
が
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
以
後
の
改
訂
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
イ
ま
た
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
の
中
で
、「
各
教
科
・
科
目
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
の
学
習
内
容
の
習
熟
の
程
度
な
ど
に
応
じ
て
弾
力
的
な
学
級
の
編
成
を
工
夫
す
る
な
ど
適
切
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。」
と
あ
り
、
能
力
別
学
級
編
制
を
認
め
て
い
る
。
ウ
教
科
目
標
は
、
単
純
明
快
な
も
の
と
な
り
、「
言
語
感
覚
を
豊
か
に
し
」
の
文
言
は
、
従
前
以
上
に
重
視
さ
れ
、
中
核
目
標
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
エ
標
準
単
位
数
は
、「
国
語
Ｉ
」
四
、「
国
語
Ⅱ
」
四
、「
国
語
表
現
」
二
、「
現
代
文
」
三
、「
古
典
」
四
と
な
り
、「
国
語
Ｉ
」
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
五
〇
２４３
を
必
修
科
目
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
国
語
科
の
必
修
単
位
は
減
少
し
た
。
オ
各
科
目
は
、「
１
目
標
」「
２
内
容
」「
３
内
容
の
取
扱
い
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
各
科
目
と
も
、
ジ
ャ
ン
ル
別
の
学
習
活
動
に
つ
い
て
の
規
定
は
一
切
な
く
、
厳
選
さ
れ
た
指
導
事
項
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
カ
「
国
語
Ｉ
」
は
、「
表
現
」「
理
解
」
の
二
領
域
と
〔
言
語
事
項
〕
か
ら
成
っ
て
い
る
。〔
言
語
事
項
〕
を
、「
Ａ
表
現
」「
Ｂ
理
解
」
の
二
領
域
と
と
も
に
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
今
回
の
改
訂
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。「
言
語
の
教
育
」
の
立
場
を
具
体
化
・
明
確
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。
キ
「
国
語
Ⅱ
」
は
、
選
択
科
目
で
は
あ
る
が
、「
国
語
Ｉ
」
に
引
き
続
い
て
、
す
べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
た
。
ク
「
国
語
Ｉ
」
に
お
い
て
、
古
典
と
近
代
以
降
の
文
章
と
の
授
業
時
数
の
割
合
は
、
お
お
む
ね
同
等
と
す
る
こ
と
を
目
安
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
典
に
お
け
る
古
文
と
漢
文
と
の
割
合
は
、
一
方
だ
け
に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ケ
「
国
語
Ｉ
」
に
お
い
て
、
作
文
の
学
習
に
は
一
単
位
程
度
を
充
て
る
も
の
と
し
た
。
コ
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』（
昭
和
五
四
年
五
月
三
一
日
ぎ
ょ
う
せ
い
文
部
省
）
が
発
行
さ
れ
た
。
サ
ま
た
、『
高
等
学
校
国
語
指
導
資
料
「
表
現
」
の
学
習
指
導－
国
語
Ｉ
・
国
語
Ⅱ
を
中
心
と
し
て－
』（
昭
和
五
七
年
二
月
二
七
日
東
山
書
房
文
部
省
）
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
、「
国
語
Ｉ
」
及
び
「
国
語
Ⅱ
」
に
お
け
る
「
表
現
」
の
領
域
に
つ
い
て
、
指
導
に
関
す
る
具
体
的
な
参
考
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
作
文
・
話
し
方
の
学
習
指
導
、
指
導
計
画
、
評
価
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
表
現
学
習
指
導
の
意
義
第
二
章
表
現
学
習
指
導
の
内
容
と
方
法
第
三
章
表
現
学
習
に
お
け
る
評
価
第
四
章
指
導
計
画
の
作
成
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２４２
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
五
一
七平
成
元
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
元
年
三
月
一
五
日
告
示
平
成
六
年
度
か
ら
学
年
進
行
に
よ
り
実
施
）
科
目
構
成
必
修
国
語
Ｉ

選
択
国
語


国
語
表
現

現
代
文

現
代
語

古
典
Ｉ

古
典
Ⅱ

古
典
講
読


基
本
方
針
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
答
申
（
昭
和
六
二
年
一
二
月
二
四
日
）
が
、
教
育
課
程
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
の
ね
ら
い
」
と
し
て
次
の
四
点
が
示
さ
れ
た
。

心
豊
か
な
人
間
の
育
成

自
己
教
育
の
育
成

基
礎
・
基
本
の
重
視
と
個
性
を
生
か
す
教
育
の
充
実

文
化
と
伝
統
の
尊
重
と
国
際
理
解
の
推
進
こ
う
し
た
ね
ら
い
を
踏
ま
え
て
、
国
語
全
体
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
通
じ
て
、
言
語
の
教
育
と
し
て
の
立
場
を
一
層
重
視
し
な
が
ら
、
国
語
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
観
点
か
ら
、
音
声
言
語
と
文
字
言
語
に
か
か
わ
る
表
現
及
び
理
解
の
内
容
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
基
礎
的
・
基
本
的
な
事
項
を
取
り
上
げ
て
構
成
す
る
。
そ
の
際
、
特
に
、
情
報
化
な
ど
の
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
適
切
に
表
現
す
る
能
力
と
相
手
の
立
場
や
考
え
を
的
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
五
二
２４１
確
に
理
解
す
る
能
力
を
養
い
、
思
考
力
や
想
像
力
及
び
言
語
感
覚
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
。
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
の
力
の
基
礎
と
な
る
言
語
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
学
校
段
階
等
に
応
じ
そ
の
内
容
の
重
点
化
を
図
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
能
力
・
適
性
等
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
す
る
た
め
、
科
目
を
増
や
し
履
修
の
幅
を
拡
大
す
る
。（
後
略
）（
傍
線
は
引
用
者
。）
ま
た
、
高
等
学
校
国
語
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

生
徒
の
能
力
・
適
性
等
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
し
、
国
語
へ
の
関
心
を
高
め
表
現
力
を
伸
ば
し
、
日
本
の
文
化
と
伝
統
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
科
目
を
増
や
し
履
修
の
幅
を
拡
大
す
る
。
こ
の
た
め
、
新
し
い
科
目
と
し
て
「
現
代
語
」
及
び
「
古
典
講
読
」
を
設
け
る
と
と
も
に
現
行
の
「
古
典
」
を
「
古
典
Ｉ
」
及
び
「
古
典
Ⅱ
」
に
分
け
る
こ
と
と
す
る
。
教
材
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
も
資
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。

「
国
語
Ｉ
」
の
「
表
現
」
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
話
す
こ
と
、
書
く
こ
と
の
学
習
指
導
を
通
し
て
、
特
に
、
考
え
を
ま
と
め
て
論
理
的
に
表
現
で
き
る
能
力
の
育
成
を
一
層
重
視
し
、
表
現
活
動
の
充
実
を
図
る
よ
う
内
容
を
改
善
す
る
。
ま
た「
理
解
」
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
聞
く
こ
と
に
関
す
る
能
力
を
高
め
、
読
解
や
鑑
賞
の
能
力
及
び
読
書
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
内
容
を
改
善
す
る
。〔
言
語
事
項
〕
に
つ
い
て
は
、
表
現
と
理
解
に
役
立
つ
言
語
に
関
す
る
内
容
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。（
後
略
）（
傍
線
は
引
用
者
。）
こ
の
答
申
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
科
目
を
増
や
し
履
修
の
幅
を
拡
大
す
る
こ
と
、
言
語
の
教
育
と
し
て
の
立
場
を
一
層
重
視
す
る
こ
と
、
音
声
言
語
に
関
す
る
指
導
を
重
視
す
る
こ
と
等
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

指
導
内
容
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
に
関
す
る
改
訂
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
２４０
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
五
三
ア表
現
指
導
の
充
実
を
図
り
、
特
に
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
論
理
的
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
の
指
導
も
十
分
に
行
う
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
従
前
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、表
現
力
の
育
成
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、作
文
力
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
今
回
の
改
訂
に
お
い
て
も
、
表
現
力
の
育
成
は
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
今
回
の
改
訂
で
は
、
従
前
以
上
に
文
字
言
語
だ
け
で
な
く
、
音
声
言
語
に
関
す
る
表
現
力
の
育
成
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ウ
日
常
の
言
語
活
動
の
向
上
を
図
り
、
社
会
生
活
に
必
要
な
言
語
能
力
を
伸
ば
す
と
い
う
観
点
か
ら
話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
の
指
導
を
ど
の
よ
う
に
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
音
声
言
語
指
導
は
、
実
際
の
教
室
で
は
計
画
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
指
導
方
法
や
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
研
究
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
オ
必
修
科
目
の
「
国
語
Ｉ
」
は
、
そ
の
内
容
は
、「
Ａ
表
現
」「
Ｂ
理
解
」〔
言
語
事
項
〕
の
二
領
域
一
事
項
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
は
、
前
回
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
指
導
事
項
は
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
音
声
言
語
の
指
導
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
Ａ
表
現
」
の
指
導
事
項
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
目
的
や
場
に
応
じ
て
話
題
や
題
材
を
選
び
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。
イ
主
題
や
論
旨
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
構
成
を
工
夫
し
て
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
。
ウ
対
象
を
明
確
に
表
す
語
句
を
選
び
、
文
脈
に
即
し
て
用
い
る
こ
と
。
エ
事
実
と
意
見
、
説
明
と
描
写
の
区
別
な
ど
に
注
意
し
、
筋
道
を
立
て
て
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
。
オ
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
形
式
や
文
体
を
工
夫
し
、
話
や
文
章
を
よ
り
よ
く
整
え
る
こ
と
。
カ
優
れ
た
表
現
に
接
し
て
そ
の
条
件
を
考
え
、
自
分
の
表
現
に
役
立
て
る
こ
と
。
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
五
四
２３９
キ目
的
や
場
に
応
じ
て
、
効
果
的
に
話
し
た
り
朗
読
し
た
り
す
る
こ
と
。（
傍
線
は
引
用
者
。）
カ
古
典
の
分
野
に
お
い
て
も
、「
古
典
Ｉ
」
に
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

音
読
、
朗
読
、
暗
唱
な
ど
を
通
し
て
古
典
の
文
章
に
親
し
み
、
作
品
の
読
解
、
鑑
賞
を
深
め
る
こ
と
。（
傍
線
は
引
用
者
。）
古
典
の
指
導
に
お
い
て
も
、
音
声
言
語
指
導
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、「
暗
唱
」
が
今
回
の
改
訂
に
お
い
て
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
「
国
語
Ｉ
」
に
お
い
て
、
作
文
の
指
導
に
は
一
単
位
程
度
を
配
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
回
同
様
、「
話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
」
に
つ
い
て
の
時
間
配
当
は
な
い
。
配
慮
事
項
と
し
て
、「
話
し
方
や
話
し
合
い
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ク
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』（
平
成
元
年
一
二
月
二
五
日
教
育
出
版
文
部
省
）
が
発
行
さ
れ
た
。
ケ
ま
た
、『
高
等
学
校
国
語
指
導
資
料
指
導
計
画
の
作
成
と
学
習
指
導
の
工
夫－
言
語
に
関
す
る
事
項
の
学
習
指
導－
』（
平
成
四
年
五
月
二
〇
日
学
校
図
書
文
部
省
）
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
、
高
等
国
語
に
つ
い
て
そ
の
趣
旨
・
内
容
の
一
層
の
理
解
を
得
る
た
め
、
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
学
習
指
導
の
在
り
方
、
指
導
法
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
、
事
例
を
挙
げ
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
章
国
語
科
の
指
導
計
画
と
学
習
指
導
第
一
節
国
語
科
の
指
導
計
画
第
二
節
国
語
科
の
学
習
指
導
第
二
章
言
語
に
関
す
る
事
項
の
学
習
指
導
第
一
節
言
語
に
関
す
る
事
項
の
学
習
指
導
の
基
本
的
な
考
え
方
第
二
節
言
語
に
関
す
る
事
項
の
学
習
指
導
の
工
夫
第
三
節
言
語
に
関
す
る
事
項
の
指
導
計
画
と
評
価
の
工
夫
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
八
平
成
一
一
年
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
一
一
年
三
月
二
九
日
告
示
平
成
一
五
年
度
か
ら
学
年
進
行
に
よ
り
実
施
）
２３８
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
五
五
科
目
構
成
必
修
国
語
表
現
Ｉ

及
び
国
語
総
合

の
う
ち
か
ら
一
科
目
（
選
択
必
修
制
）
選
択
国
語
表
現


現
代
文

古
典

古
典
講
読


基
本
方
針
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
の
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
答
申
（
平
成
一
〇
年
七
月
二
九
日
）
が
、
教
育
課
程
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
。
「
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
の
ね
ら
い
」
で
示
さ
れ
た
主
な
事
項
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
成
す
る
こ
と
。

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
。

ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
を
図
り
、
個
性
を
生
か
す
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
。

各
学
校
が
創
意
工
夫
を
生
か
し
特
色
あ
る
教
育
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。
こ
う
し
た
提
言
を
う
け
て
、
今
回
の
改
訂
は
、
完
全
学
校
週
五
日
制
の
下
、
各
学
校
が
「
ゆ
と
り
」
の
中
で
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
、
生
徒
に
豊
か
な
人
間
性
や
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
答
申
の
中
で
、
国
語
科
の
「
改
善
の
方
針
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
通
じ
て
、
言
語
の
教
育
と
し
て
の
立
場
を
重
視
し
、
国
語
に
対
す
る
関
心
を
高
め
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
言
語
感
覚
を
養
い
、
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
て
言
葉
で
伝
え
合
う
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
内
容
の
改
善
を
図
る
。
特
に
、
文
学
的
な
文
章
の
詳
細
な
読
解
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
五
六
２３７
た
指
導
の
在
り
方
を
改
め
、
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
論
理
的
に
意
見
を
述
べ
る
能
力
、
目
的
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
適
切
に
表
現
す
る
能
力
、
目
的
に
応
じ
て
的
確
に
読
み
取
る
能
力
や
読
書
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
、
現
行
の
「
表
現
」
及
び
「
理
解
」
の
各
領
域
と
〔
言
語
事
項
〕
の
構
成
を
改
め
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」、
「
書
く
こ
と
」
及
び
「
読
む
こ
と
」
の
領
域
と
〔
言
語
事
項
〕
か
ら
内
容
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
実
践
的
な
指
導
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
も
、
説
明
や
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
、
記
録
や
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
の
言
語
活
動
例
を
示
す
よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
、
各
領
域
の
指
導
が
調
和
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
学
校
段
階
の
特
質
等
に
応
じ
て
そ
れ
ら
の
指
導
時
数
の
目
安
を
示
す
こ
と
を
考
慮
す
る
。（
後
略
）（
傍
線
は
引
用
者
。）
こ
の
「
改
善
の
方
針
」
で
は
、
次
の
三
つ
の
言
語
能
力
の
育
成
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
論
理
的
に
意
見
を
述
べ
る
能
力
。

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
目
的
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
適
切
に
表
現
す
る
能
力
。

目
的
に
応
じ
て
的
確
に
読
み
取
る
能
力
や
読
書
に
親
し
む
態
度
。
さ
ら
に
、
今
回
の
改
訂
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
「
言
語
活
動
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
取
組
等
を
提
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
国
語
の「
改
善
の
具
体
的
事
項
」に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
必
修
科
目
の
う
ち
、
「
国
語
総
合
」
の
部
分
を
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
国
語
総
合
」
は
、
現
行
の
「
国
語
Ｉ
」
の
内
容
を
改
善
し
た
も
の
と
す
る
。
総
合
的
な
言
語
能
力
を
伸
ば
す
た
め
、
文
章
や
作
品
等
の
読
解
学
習
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
改
め
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」、「
書
く
こ
と
」
及
び
「
読
む
こ
と
」
の
各
領
域
の
学
習
が
調
和
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
内
容
を
改
善
す
る
。
そ
の
際
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
領
域
に
お
い
て
は
、
論
理
的
に
意
見
を
述
べ
た
り
、
相
手
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
態
度
や
能
力
の
育
成
を
重
視
す
る
。「
書
く
こ
と
」
の
領
域
に
お
い
て
は
、
目
的
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
適
切
に
表
現
す
る
能
力
の
育
成
を
重
視
す
る
。
ま
２３６
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
五
七
た
「
読
む
こ
と
」
の
領
域
に
お
い
て
は
、
目
的
に
応
じ
て
的
確
に
読
み
取
る
能
力
や
読
書
に
親
し
む
態
度
の
育
成
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
古
典
の
世
界
に
親
し
み
が
も
て
る
よ
う
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
工
夫
す
る
。（
後
略
）（
傍
線
は
引
用
者
。）
新
し
い
科
目
で
あ
る
「
国
語
総
合
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
明
示
し
て
い
る
。

指
導
内
容
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
に
関
す
る
改
訂
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ア
国
語
の
「
目
標
」
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
国
語
を
適
切
に
表
現
し
的
確
に
理
解
す
る
能
力
を
育
成
し
、
伝
え
合
う
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
思
考
力
を
伸
ば
し
心
情
を
豊
か
に
し
、
言
語
感
覚
を
磨
き
、
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
向
上
を
図
る
態
度
を
育
て
る
。
（
傍
線
は
引
用
者
。）
言
語
表
現
力
、
言
語
理
解
力
と
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
「
伝
え
合
う
力
」
の
育
成
が
、
国
語
科
の
目
標
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
旧
指
導
要
領
と
比
べ
て
み
る
と
、「
理
解
」
↓
「
表
現
」
の
順
序
で
あ
っ
た
の
が
、
今
回
は
、「
表
現
」
↓
「
理
解
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
情
報
化
・
国
際
化
社
会
に
必
要
な
「
表
現
す
る
能
力
」
を
重
要
視
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
伝
え
合
う
力
」
が
、
今
回
新
た
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』（
平
成
一
一
年
東
洋
館
出
版
文
部
省
）
九
ペ
ー
ジ
で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
「
伝
え
合
う
力
」
と
は
、
人
と
人
と
の
関
係
の
中
で
、
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
、
言
語
を
通
し
て
適
切
に
表
現
し
た
り
的
確
に
理
解
し
た
り
し
て
、
円
滑
に
相
互
伝
達
、
相
互
理
解
を
進
め
て
い
く
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
必
修
科
目
と
し
て
、
二
科
目
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
選
択
必
修
制
（
学
校
が
必
履
修
科
目
を
選
択
）
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
古
典
科
目
間
の
選
択
を
除
け
ば
、
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
教
育
課
程
運
用
の
弾
力
化
の
姿
勢
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
五
八
２３５
高
等
学
校
国
語
に
お
け
る
「
言
語
活
動
」
例
領
域
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
Ｂ
書
く
こ
と
Ｃ
読
む
こ
と
国語表現Ⅰ・Ⅱ
ア
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
て
、
ス
ピ
ー
チ
、
発
表
、
討
論
な
ど
を
行
う
こ
と
。
イ
観
察
し
た
こ
と
や
調
査
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
り
、
ま
と
め
て
報
告
し
た
り
す
る
こ
と
。
ウ
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
、
案
内
、
紹
介
、
連
絡
な
ど
の
た
め
の
話
を
し
た
り
文
章
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。
エ
身
近
に
あ
る
様
々
な
表
現
を
集
め
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
生
徒
の
表
現
活
動
に
つ
い
て
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
。
国 語 総 合

話
題
を
選
ん
で
、
ス
ピ
ー
チ
や
説
明
な
ど
を
行
う
こ
と
。

情
報
を
収
集
し
活
用
し
て
、
報
告
や
発
表
な
ど
を
行
う
こ
と
。

課
題
に
つ
い
て
調
べ
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
基
に
し
て
、
話
し
合
い
や
討
論
な
ど
を
行
う
こ
と
。

題
材
を
選
ん
で
考
え
を
ま
と
め
、
書
く
順
序
を
工
夫
し
て
説
明
や
意
見
な
ど
を
書
く
こ
と
。

相
手
や
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
語
句
を
用
い
、
手
紙
や
通
知
な
ど
を
書
く
こ
と
。

本
を
読
ん
で
そ
の
紹
介
を
書
い
た
り
、
課
題
に
つ
い
て
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
て
記
録
や
報
告
な
ど
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

文
章
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
な
ど
を
読
み
取
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
。

考
え
を
広
げ
る
た
め
、
様
々
な
古
典
や
現
代
の
文
章
を
読
み
比
べ
る
こ
と
。

課
題
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
読
み
取
り
、
ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と
。
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ウ
各
科
目
と
も
、「
１
目
標
」「
２
内
容
」「
３
内
容
の
取
扱
い
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
必
修
科
目
の
「
国
語
総
合
」
で
は
、
「
２
内
容
」
は
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」、「
書
く
こ
と
」、「
読
む
こ
と
」
の
領
域
に
分
か
れ
、
そ
れ
に
〔
言
語
事
項
〕
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
領
域
構
成
は
、
昭
和
五
三
年
改
訂
で
「
Ａ
表
現
」、「
Ｂ
理
解
」〔
言
語
事
項
〕
の
二
領
域
一
事
項
に
設
定
さ
れ
て
以
来
、
今
回
の
改
訂
で
二
〇
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
こ
と
に
な
る
。
エ
「
内
容
の
取
扱
い
」
に
お
い
て
、
三
領
域
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、「
言
語
活
動
」
の
例
を
示
し
て
い
る
。
国
語
の
全
科
目
に
わ
た
っ
て
、「
言
語
活
動
」
の
実
態
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
２３４
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
五
九
現 代 文
ア
論
理
的
な
文
章
を
読
ん
で
、
書
き
手
の
考
え
や
そ
の
展
開
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
書
く
こ
と
。
イ
文
学
的
な
文
章
を
読
ん
で
、
人
物
の
生
き
方
や
そ
の
表
現
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
。
ウ
文
章
の
理
解
を
深
め
、
興
味
・
関
心
を
広
げ
る
た
め
に
、
関
連
す
る
文
章
を
読
ん
だ
り
創
意
的
な
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
。
エ
自
分
で
設
定
し
た
課
題
を
探
求
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
た
り
報
告
書
な
ど
に
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
。
古 典
ア
古
文
や
漢
文
の
調
子
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、
音
読
、
朗
読
、
暗
唱
を
す
る
こ
と
。
イ
国
語
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
る
た
め
、
辞
書
な
ど
を
用
い
て
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
。
ウ
古
典
に
表
れ
た
思
想
や
感
情
の
特
徴
、
表
現
上
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
。
エ
古
典
を
読
ん
で
関
心
を
も
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
。
古典講読
ア
古
文
や
漢
文
の
調
子
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、
音
読
、
朗
読
を
す
る
こ
と
。
イ
古
典
に
表
れ
た
思
想
や
感
情
な
ど
に
つ
い
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
た
り
発
表
し
た
り
す
る
こ
と
。
ウ
古
典
を
読
ん
で
、
関
連
す
る
文
章
や
作
品
を
調
べ
た
り
読
み
比
べ
た
り
す
る
こ
と
。
オ
前
出
の
『
解
説
』
書
七
四
ペ
ー
ジ
で
は
、
言
語
活
動
の
教
材
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
言
語
の
教
育
と
し
て
の
立
場
を
重
視
す
る
国
語
科
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
言
語
活
動
を
通
し
て
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
能
力
、
書
く
こ
と
の
能
力
及
び
読
む
こ
と
の
能
力
の
育
成
に
役
立
つ
適
切
な
教
材
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
を
育
て
る
た
め
に
も
、
教
材
を
、
単
に
文
章
や
作
品
と
い
っ
た
意
味
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
生
徒
が
進
ん
で
学
習
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
具
体
的
な
学
習
の
手
立
て
や
方
向
も
併
せ
て
示
し
た
も
の
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
回
は
、
領
域
ご
と
に
言
語
活
動
例
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
言
語
活
動
が
十
分
行
わ
れ
る
よ
う
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
、
言
語
能
力
の
実
態
に
応
じ
て
適
切
な
教
材
を
作
成
し
、
選
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
カ
「
国
語
総
合
」
に
お
い
て
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
を
主
と
す
る
指
導
に
は
一
五
単
位
時
間
を
配
当
す
る
も
の
と
し
、
書
く
こ
と
を
主
と
す
る
指
導
に
は
三
〇
単
位
時
間
程
度
を
配
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
を
主
と
す
る
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
六
〇
２３３
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
時
数
の
変
遷
（
昭
和
二
六
年
版
（
試
案
）
に
は
記
述
な
し
）
告
示
等
科
目
（
必
修
）
標
準
単
位
数
内
容
昭
３０
国
語
（
甲
）
９
〜
１０

話
し
方
・
作
文
の
時
間
数
の
割
合
２―
１０
な
い
し
３―
１０
（
話
し
方
固
有
の
時
間
数
は
示
し
て
い
な
い
。）
昭
３５
現
代
国
語
７

聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
を
主
と
す
る
学
習
に
は
、
各
学
年
と
も
年
間
授
業
時
数
の
１―
１０
程
度
を
充
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
昭
４５
現
代
国
語
７

聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
学
年
１―
１０
程
度
と
す
る
こ
と
。（
標
準
単
位
数
と
し
て
の
授
業
時
数
に
対
す
る
割
合
）
昭
５３
国
語

４
（
数
字
は
示
し
て
い
な
い
。）
平
元
国
語

４
（
数
字
は
示
し
て
い
な
い
。）

話
し
方
や
話
し
合
い
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
平
１１
国
語
総
合
４

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
を
主
と
す
る
指
導
に
は
１５
単
位
時
間
程
度
を
配
当
す
る
も
の
と
し
、
計
画
的
に
指
導
を
行
う
こ
と
。
国
語
表
現

２
（
数
字
は
示
し
て
い
な
い
。）

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
及
び
書
く
こ
と
の
指
導
は
、
相
互
の
関
連
を
図
り
な
が
ら
効
果
的
に
行
う
よ
う
に
し
、
授
業
時
数
は
一
方
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
指
導
に
、
授
業
時
数
を
配
当
す
る
こ
と
は
、
昭
和
五
三
年
、
平
成
元
年
の
改
訂
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
及
び
「
書
く
こ
と
」
の
領
域
に
お
け
る
指
導
時
数
の
変
遷
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
２３２
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
六
一
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
時
数
の
変
遷
（
昭
和
二
六
年
版
（
試
案
）
に
は
記
述
な
し
）
告
示
等
科
目
（
必
修
）
標
準
単
位
数
内
容
昭
３０
国
語
（
甲
）
９
〜
１０

話
し
方
・
作
文
の
時
間
数
の
割
合
２―
１０
な
い
し
３―
１０
（
作
文
固
有
の
時
間
数
は
示
し
て
い
な
い
。）
昭
３５
現
代
国
語
７

作
文
を
主
と
す
る
学
習
に
は
、
各
学
年
と
も
年
間
授
業
時
数
の
２―
１０
以
上
を
充
て
る
。
昭
４５
現
代
国
語
７

書
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
学
年
２―
１０
以
上
と
す
る
こ
と
。（
標
準
単
位
数
と
し
て
の
授
業
時
数
に
対
す
る
割
合
）
昭
５３
国
語

４

作
文
の
学
習
に
は
１
単
位
程
度
を
充
て
る
も
の
と
し
、
生
徒
の
文
章
力
を
で
き
る
だ
け
伸
ば
す
よ
う
に
す
る
こ
と
。
平
元
国
語

４

作
文
の
指
導
に
は
１
単
位
程
度
を
配
当
す
る
も
の
と
し
、
生
徒
の
表
現
力
を
で
き
る
だ
け
伸
ば
す
よ
う
に
す
る
こ
と
。
平
１１
国
語
総
合
４

書
く
こ
と
を
主
と
す
る
指
導
に
は
３０
単
位
程
度
を
配
当
す
る
も
の
と
し
、
計
画
的
に
指
導
を
行
う
こ
と
。
国
語
表
現

２
（
数
字
は
示
し
て
い
な
い
。）

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
及
び
書
く
こ
と
の
指
導
は
、
相
互
の
関
連
を
図
り
な
が
ら
効
果
的
に
行
う
よ
う
に
し
、
授
業
時
数
は
一
方
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
の
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
に
充
て
る
指
導
時
数
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
〇
、
三
五
、
四
五
年
、
平
成
一
一
年
版
（「
国
語
総
合
」）
で
は
、
数
字
を
あ
げ
て
示
し
て
い
る
。
そ
の
示
し
方
は
異
な
る
も
の
の
、
お
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
六
二
２３１
評
価
の
観
点
趣
旨
関
心
・
意
欲
・
態
度
国
語
や
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
向
上
を
図
り
、
進
ん
で
表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
と
と
も
に
、
伝
え
合
お
う
と
す
る
。
話
す
・
聞
く
能
力
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
深
め
た
り
し
て
、
目
的
や
場
面
に
応
じ
、
筋
道
を
立
て
て
話
し
た
り
的
確
に
聞
き
取
っ
た
り
す
る
。
書
く
能
力
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
深
め
た
り
し
て
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
、
筋
道
を
立
て
て
適
切
に
文
章
に
書
く
。
読
む
能
力
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
発
展
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
目
的
に
応
じ
て
様
々
な
文
章
を
的
確
に
読
み
取
っ
た
り
読
書
に
親
し
ん
だ
り
す
る
。
知
識
・
理
解
表
現
と
理
解
に
役
立
て
る
た
め
の
音
声
、
文
法
、
表
記
、
語
句
、
語
彙
、
漢
字
等
を
理
解
し
、
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
。
お
む
ね
授
業
時
数
の
十
分
の
一
程
度
の
時
数
を
配
当
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
に
充
て
る
指
導
時
数
に
つ
い
て
は
、
毎
回
、
な
ん
ら
か
の
形
で
数
字
を
あ
げ
て
示
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
授
業
時
数
の
五
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
程
度
の
時
数
を
配
当
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
キ
前
回
の
改
訂
に
お
い
て
、
音
声
言
語
教
育
の
充
実
が
強
調
さ
れ
た
が
、
と
も
す
れ
ば
な
お
ざ
り
に
さ
れ
が
ち
で
、
現
実
に
は
読
解
指
導
に
埋
没
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
今
回
の
時
間
配
当
を
契
機
に
、
実
際
の
授
業
の
中
で
、
時
間
数
が
き
ち
ん
と
確
保
さ
れ
て
い
る
か
見
守
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
実
践
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
の
実
態
を
よ
く
把
握
し
、
指
導
の
ね
ら
い
、
指
導
内
容
、
指
導
方
法
、
評
価
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
綿
密
な
指
導
計
画
を
作
成
し
、
計
画
的
・
意
図
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
ク
「
高
等
学
校
生
徒
指
導
要
録
の
改
善
等
に
つ
い
て
」（
平
成
一
三
年
四
月
二
七
日
）
が
、
文
部
科
学
省
か
ら
通
知
さ
れ
た
。
「
各
教
科
の
評
価
の
観
点
及
び
そ
の
趣
旨
」
に
つ
い
て
、
国
語
科
で
は
、
次
の
五
項
目
が
示
さ
れ
た
。
２３０
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
六
三
評
価
の
観
点
趣
旨
関
心
・
意
欲
・
態
度
国
語
や
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
向
上
を
図
り
、
進
ん
で
表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
。
表
現
の
能
力
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
深
め
た
り
し
て
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
筋
道
を
立
て
、
表
現
を
工
夫
し
て
話
し
た
り
文
章
に
書
い
た
り
す
る
。
理
解
の
能
力
話
し
手
や
書
き
手
の
考
え
に
即
し
て
内
容
を
正
確
に
と
ら
え
、
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
発
展
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
話
や
文
章
を
的
確
に
理
解
す
る
。
知
識
・
理
解
表
現
と
理
解
に
役
立
て
る
た
め
の
音
声
、
文
法
、
表
記
、
語
句
、
語
彙
、
漢
字
等
を
理
解
し
、
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
。
な
お
、
旧
生
徒
指
導
要
録
で
は
、
評
価
の
観
点
は
、
次
の
四
項
目
で
あ
っ
た
。
前
回
に
比
べ
る
と
、「
話
す
・
聞
く
能
力
」、「
書
く
能
力
」「
読
む
能
力
」
と
細
分
化
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
観
点
が
設
け
ら
れ
、
評
価
の
方
向
付
け
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
ケ
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
八
日
東
洋
館
出
版
文
部
省
）
が
発
行
さ
れ
た
。
（
参
考
資
料
）
名
称
通
達
・
告
示
日
実
施
年
必
修
選
択
単
位
数
卒
業
単
位
数
新
制
高
等
学
校
の
教
科
課
程
に
関
す
る
件
昭
２２
・
４通
達
昭
２３
国
語

国
語

漢
文

必
修
９
選
択
１２
８５
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
の
変
遷
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
六
四
２２９
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
（
試
案
）
昭
２６
・
１０発
表
昭
２６
国
語（
甲
）
国
語
（
乙
）（
２
〜
６
）
漢
文
（
２
〜
６
）
必
修
９
選
択
１２
８５
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
編
昭
３０
・
１２発
表
昭
３１
国
語（
甲
）（
９
〜
１０
）
国
語
（
乙
）（
２
〜
６
）
漢
文
（
２
〜
６
）
必
修
１０
選
択
１２
８５
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
昭
３５
・
１０告
示
昭
３８
現
代
国
語

古
典
甲

又
は
古
典
乙
Ｉ

古
典
乙
Ⅱ

必
修
９
又
は
１２
選
択
３
８５
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
昭
４５
・
１０告
示
昭
４８
現
代
国
語

古
典
Ｉ
甲

古
典
Ｉ
乙

古
典
Ⅱ

必
修
９
選
択
８
８５
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
昭
５３
・
８告
示
昭
５７
国
語
Ｉ

国
語
Ⅱ

国
語
表
現

現
代
文

古
典

必
修
４
選
択
１３
８０
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
平
元
・
３告
示
平
６
国
語
Ｉ

国
語
Ⅱ

国
語
表
現

現
代
文

現
代
語
（
２
）
古
典
Ｉ
（
３
）
古
典
Ⅱ
（
３
）
古
典
講
読
（
２
）
必
修
４
選
択
２０
８０
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
平
１１
・
３告
示
平
１５
国
語
表
現
Ｉ

又
は
国
語
総
合

国
語
表
現
Ⅱ
（
２
）
現
代
文
（
４
）
古
典
（
４
）
古
典
講
読
（
２
）
必
修
２
又
は
４
選
択
１６
又
は
１４
７４
２２８
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
六
五
おわ
り
に
本
稿
は
、
新
制
高
等
学
校
の
設
立
か
ら
現
行
の
学
習
指
導
要
領
ま
で
の
実
践
の
足
跡
を
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
相
の
中
で
、
的
確
に
課
題
を
と
ら
え
、
そ
の
解
明
を
図
ろ
う
と
し
た
実
践
の
積
み
重
ね
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
私
ど
も
の
実
践
活
動
に
大
き
な
示
唆
と
指
針
と
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
二
六
年
版
の
学
習
指
導
要
領
は
、
高
等
学
校
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
内
容
は
、
極
め
て
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
。
新
し
い
国
語
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
が
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
、
真
摯
に
意
欲
的
に
そ
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
実
践
活
動
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
な
示
唆
に
富
む
内
容
が
多
い
。
私
ど
も
は
、
こ
う
し
た
貴
重
な
営
み
の
歴
史
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
今
日
、
国
語
科
教
育
の
抱
え
て
い
る
問
題
点
は
多
い
が
、
本
稿
が
問
題
点
の
浮
き
彫
り
と
そ
の
解
明
の
礎
の
一
端
と
も
な
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
参
考
文
献
・
『
国
語
教
育
史
資
料
』（
第
二
・
五
巻
）
東
京
法
令
平
九
・
文
部
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』
好
学
社
昭
三
六
・
文
部
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』
東
京
書
籍
昭
四
七
・
文
部
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』
ぎ
ょ
う
せ
い
昭
五
四
・
文
部
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』
教
育
出
版
平
元
・
文
部
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』
東
洋
館
出
版
平
一
一
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
六
六
２２７
・
文
部
省
『
中
学
校
高
等
学
校
学
習
指
導
法
国
語
科
編
』
明
治
図
書
昭
二
九
・
文
部
省
『
高
等
学
校
国
語
指
導
資
料
「
表
現
」
の
学
習
指
導－
国
語
Ｉ
・
国
語
Ⅱ
を
中
心
と
し
て－
』
東
山
書
房
昭
五
七
・
文
部
省
『
高
等
学
校
国
語
指
導
資
料
指
導
計
画
の
作
成
と
学
習
指
導
の
工
夫－
言
語
に
関
す
る
事
項
の
学
習
指
導－
』
学
校
図
書
平
四
・『
高
校
教
育
基
本
資
料
集
』（
月
刊
高
校
教
育
増
刊
）
学
事
出
版
一
九
九
二
・
七
・『
教
育
課
程
の
変
遷
か
ら
み
た
戦
後
高
校
教
育
史
』（
月
刊
高
校
教
育
増
刊
）
学
事
出
版
一
九
九
五
・
一
一
・『
高
校
教
育
基
本
資
料
集
答
申
・
報
告
編
（
上
）』（
月
刊
高
校
教
育
増
刊
）
学
事
出
版
一
九
九
四
・
五
・『
高
校
教
育
基
本
資
料
集
答
申
・
報
告
編
（
下
）』（
月
刊
高
校
教
育
増
刊
）
学
事
出
版
一
九
九
四
・
六
・
大
矢
武
師
『
高
校
国
語
教
育
の
理
論
と
方
法
』
明
治
図
書
一
九
七
七
・
田
中
孝
一
編
『
新
し
い
高
校
国
語
指
導
の
理
論
と
実
践
』（
第
一
巻
〜
第
三
巻
）
明
治
書
院
平
一
三
・
大
田
勝
司
外
編
『
新
版
中
学
校
高
等
学
校
国
語
科
学
習
指
導
の
研
究
』
双
文
社
出
版
二
〇
〇
二
２２６
学
習
指
導
要
領
（
国
語
科
）
の
成
立
と
展
開
六
七
